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行動に信念を
信念は行動 に

会長 横 倉 舜三

(東京多摩RC)

(東京港南RC)

◆ 幹 事 報 告    幹 事 北 村 幸彦

ャ 1)例会変更のお知らせ

東京調布ロータリークラブ

7月4日(月)→ 12:3Cけ を3時に変更

場所lA変わりません。

8月15日(月)→ 定款lfよる休会

2)ブ レゼントのお知らせ

由井特,U代表の奥様 より本日どアU席の果僕

方にゴマのブレゼントがございました。

大変おいしいすマだそうです、ど報告申し上げ

ますと共に代表致しまして厚く御礼申し上げま

す。

lN WHAT YOU

YOU BELl

メークアップ

菊池  敏   (923稲 城)

戸田 昭 寿  (923 ″ )

若林 滋 和  (923雑 読委長会議)

吉尾 警太郎 (923社 会奉仕委長会議)

欠席届出

高野 範城

欠店者 な し

◆環境保全委員会  委 員長 吉沢 洋景

環境保全委員会からお願いしていた募金へ

の募金合計額がこの 年 間で181,282円にな

り先口全額をガパナー事務所の方へ送金手続

きしました。

日ELIEVE

DO WHAT

日||ILLど 尋
際□―タリー第曾750地区
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1陀～199年度クラブロ標｀出会いを大切にしよう……り]会で、みんなが、待つている
″

第179回 伊 1会報告 (6/29) 委員会報告
[最 終 例 会 ]

◆出席委員会 委員 猪 股 末男

継 数 出 席 M U 欠席 出席率

森昌 53 50 0 2 9615%

前 回
訂 下 53 43 6 3 9423%

司会者 SAA 橋 日 洋 三

◇点鐘         会 長 横 倉 舜三

◇ロータリーソング 「奉仕の理想J
ソング,一ダー 菊 池 敏

◇お客様紹介

由井 重 光様

伴 よ し子様
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◆会長退任挨拶   会 長 横倉 舜三 目標に達しなかつたことであります。次年度

でこれをカパーしなければと思っておりま

す。

これから質のいいクラブとして成長、維持

してゆくために会員増強が大事な要素であり

ます。どんどんと、いい会員が入つて戴くた

めには、いくつかの条件がありますが、一つ

にこの街の活性化が図られることで行の発展

がないところに地域におけるクラノの活性化

はあり得ない、さびれた行に、いいクラブは

生まれない。

次年度は地域発展委員会をつくったり、新

たな感覚で活動計画が進められていることに

大きな期待を持つております。

多摩ニュータウ/と いう新しい街は形は出

来てまいりましたが、またまだ決して満足の

ゆく状況ではありません。核としての永山地

区、多摩センター、堀之内そして南大沢駅局

辺もこれからであります。モノレールが開通

するからと言って決して多摩に流れてくるも

のではない立川に多摩の人が吸い取られて行

くだけだ、何んとかしなければと多くの有識

者も考えているところだと思いますが、その

活性化を図ってゆく突破口をつくってゆくの

が地域の'― タリーではないかと思います。

それがグリーンロータリーではないかと思い

ます。 「行動に信念を持ち、信念は行動に移

すJと いうことに行きつきます。

多墜の発展は行政や公団による街づくりか

ら、地域の事業所や住民の手に取戻すことで

す。

国際大会で台湾を訪れ、高尾や台北の夜言

を見て歩きました。そこに人間のエネルギー

を感じました。地域の人々によるエネルギー

こそが街の活性化をもたらすものと考えま

す。

人間性に根差した街づくりこそが多摩の街

に必要なのです。庶民の食慾を満たしたり、

心のVlll足が得られるような街づくりが今求め

られている、自由な行づくりを導入すべきで

あり、街が活性化すれば、新しい会員も増え

多墜グリー/,― タリーの発展につながるも

のと思います。
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やれやれと童荷を降ろして、本ットしてい

るという心境であります。そう言つても次年

度の役員はこれから始まるわけで大変だと思

いますが、宜しくお願いします。

この一年会員の旨さんには大変など協力を

賜り、何んとか役目を終えることができまし

たことを心からお礼申し上げます。同時にか

げながらど協力を頂いた会員の奥様方に改め

てお礼申し上げます。

特に本年はガパナー賞、受質の対象となっ

た 「まちづくリシンポジウウムJの 開催に

当って社会奉仕委員長の隅会員のお骨折 りに

対し感Ftlとお礼を申し上げます。

またモンゴルから4名の看護婦さんを研修

生として老人本―ムに招いた事業l‐ついても

国際奉仕委員長の大松さんにな大変お骨折り

をかけました。この事業によって国際交流や

国際親善の役割を果たすことができました。

最近では台北で行われた国際大会に当クラ

ノから、奥様を含めて26名が参加したことな

コータリーを理解しようとする熱意の表れで

あると深い敬意を表するものであります。49n

世話いただいた赤尾前会長に対し御礼を申し

上げます。

その他例会には出ていなくても会報発行の

責任だけは果たしていただいた小島会員。ま

た例会には花一輪を飾り、などやかな雰劇気

を作 り出した環境保全、広報委員にお礼中し

上げます。

そして幹事も私に合わせて、適当にやって

頂いたことにお礼申し上げます。

さて一年を振り返って見ますといろいろな

ことがありましたが、特に私達の努力が足り

なかったのが会員増強であつて、当初掲げた



この一年を振り返つて見ますと、姪代の会

長、幹事さんなどが作 り上げてきた基礎の上

に乗っかって、ただ走ってきたということlC

過ごませんでした。次年度は活力に満ちた活

動が展開されるだろうと期待されておりま

す。

本年度はその間に挟まって、継ぎの役ヨを

果たしてきただけのように思います。継ぎと

いうのは結構大事なんです。夏には、 「もり

そばJ「 ぎるそばJ等 を召し上がりますが、
“おそば
"は
そば粉だけで練っても、つなが

らない、だから、うどん粉や山羊などを継ぎ

に入れて、しこしことした、腰のあるそばの

味を出すためには継ぎのうどん粉の役割もあ

ると思う。いまそんな役割を果たしてきたこ

とを自己満足に思っています。

長いこと皆様のど協力に対し深じんなる敬

意を申し上げ退任の挨拶といたします。

◆幹事退任挨拶 幹事 Jし村 幸彦

れる事が出来ません。

勿論、社会奉仕の隅委員長の献身的な努力

と足立,海野会員らのど協力にも感謝申し上

げる次第です。

又、もう一つの事業でもあった 『サインパ

イノウ』も大松世界社会奉仕委員長の努力に

より大きな成果を得たものと確信いたしてお

ります。これも大勢の皆様のど協力を得、特

に楽友会の新海理事長始め駿員の皆様方には

大変お世話になりました。

この二つを無事成功させただけでも横倉年

度の活動としては十分評価されるものと思わ

れます。

こういう大きなイベントを行うに当たって

は常lt募金がついてまわることが多く、その

点におきましても担当委員長の皆様のど苦労

に感謝中し上げます。その他、今年度の活動

につきましては会長の方から■話がどざいま

したので割愛させていただきまして、皆様の

暖かいど協力に感謝申し上げまして退任の捜

拶とさせていただきます。

◆今年度役員理事退任紹介

会長 横倉 舜三
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至らない幹事ながらも任期を合うすること

ができましたのも一重に会員の皆様全員のご

協力の賜物と心より感謝申し上げる次第で

す。

当初より会長が今年はつなごだなどといし

ておりましたのでついその気になっておりま

したが終わってみればどうして結構成果を上

げているのでrrないかと思われます。

これもひとえに会長の十人柄によるもので

はないかと考えられます。

チャーターナイト以来のイベントでもあっ

た 『多摩を考えるシンポジウム』では集客に

際しても会員ど家族の皆様方の協力を得会場

を満席にするなどの盛況で終わる事ができま

したのは横倉年度の記念すべき事業として忘

〓
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次年度会長 宮本 誠



[親 睦 ・懇 親 会 ]

◆開会挨拶   親 睦委員長 吉尾 警太郎

今晩な!ど多忙のところ多数十集まりいただ

きありがとうどきいました。我々グブーン

RCが この一年間を無事に過どせたのもひと

えにど家族、とりわけ奥様方のど理解のたま

ものと考え有難く存じ、その労に少してもお

応えできればと思いこの様な企画を行わせて

いただきました。後程、横倉会長から
“"茶

"をふるまう趣向も用意いたしておりますの

でどうかどゆつくりとお楽しみ下さい。

◆お客様紹介 会長 横倉 舜三

沢日 信子離、橋 真由美様

足立 巻rtl、 赤尾 ヨシヨ様、建醸 秀子様

北村 操様、宮本 朱美様、村上 郁子接

中!【1洋子漆、杉田 久子様、高村 ミチ棲

田中 タツ壊、海野 幸江様、言沢 都賞子棟

麟海 工子様、伊東 畠子様、小林 ミツ子壊

杉Ⅲl,テ″子機、横倉 キヨ了接

◆特別代表ご挨拶

東京多摩RC 由 井 重光 様

■招きいただきましてありがとうどざいま

した。先程から拝聴しまして、最終例会も非

常にテキパキと進行がなされ、来年度rt向け

てスムーズに引き継ぎがなされているように

思います。会長さんが今年度松
`う
なぎだ、

つなぎだ
"と
申しておられますがそんなこと

はない訳で、とても素晴らしい活動をされま

した。こんな形で仲良く運営されれば多摩グ

ツーンRCは rt々盛 り上がるものと確信いた

します。クラブについての話はともかく、来

なつい先日6月23日本私の誕生日なのですが

思いもかけす素晴らしい似顔絵を贈っていた

だきました。今日もここに持参しております

が、本当にありがとうどざいました。心から

お礼中し上げます。

◆乾 杯 直前会長 赤尾 恭雄

役員 ・理事 。会員 ・会員夫人が皆様一体となっ

てこの年度を終えることが出来ました。お工いに

感謝し合うということで乾杯をいたしたいと思い

ます。

★★☆★★★☆★★★★

ニヨニコBOX 親 睦委員長 吉尾 善太郎
十★☆☆★☆☆★★★★

赤尾ヨシ子機目藤大会では大変,世 話にな り、あ

りがとうどざいました。

横倉 舜 三 水年は会員の皆様には大変ど協力賜

りありがとうどぎいました。

HL村 幸 彦 今年
一年同皆さま方は大変Ⅲ世話に

なりました。やっと終了することが
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出来ました。

横倉きル、北村さんバンデイ

最終例会を迎え、横倉会長、北村母

事、ど音労様でした。更に来年度の

飛麗を期待して

本年度最後のヨンペ(第19回)ヽ派事

終了致しました。親睦委員会の皆様

ど者労様でした。

会長、幹事、役員、理事の皆榛、1年

間ど苦労様でした。

1年間ど苦労様でした。

結婚祝いありがとうどぎいました。
一年間役員として任期をまっと,す

ることが出来ました。皆様のど協力

に感謝を申し上げます。

横合会長、北村幹事、そして会員の

営さま一年間大変Ⅲ世話になりまし

た。

横倉、北村年度最終例会の今日、ス

クラッチ会で優勝できましたので

最終例会ですので

横合、イL村さんど吉労さまでした。

最終例会ノ出席夕ヽ初メテナノデ

最終例会おうでとうどぎいます。

北村幹事今日は大変わ世話になりま

した。雨が上が りお陰様で楽 しくプ

レーができました。

先週酒組合bll修旅行で伊東へいって

きました。ノ`スガイ ドの顔を見て

どノク'台湾行の時 羽田迄送ってい

ただいた菊地さんでした。

関阿 俊 ニ

お野 栄 ―

嬌口 岸 三

稼生国産夫

小林 和 夫

藤本 吉 文

伊東  躍

根本 泰 争



都
藤
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末男 最終例会に出席できありがとう

英也 お客さんようこそ

賢 検倉さん1年間ご吉労様でした。宮本

さんがんにってください。

将夫 会長、幹事、理事、役員の皆様ご音

労様でした。

弘範 検倉会長、北村幹事ど苦労様で し

た。

新湧ヨ四郎 今年度役員の常さん御吉労きまでし

た。

須藤 趣娃 最終例会でど普労きまです。次年度

足立酒二郎 検合会長。北村韓事1年間大変御青労

きまでした。

戸日 昭 寿 7月11日から、日野税務署が業務を開

始します。忙しくなりそうです。今

月はなかなかHm4席できません。

吉尾書太郎 長い同ありがとうございました。

サヨウナラ

合計  1 3 9 , l l l l l l円

◆結婚祝、誕生祝

親睦委員長 吉尾 警太郎

伊東 議 会員

◆出席表彰    出 席委員長 遠藤 二郎

出席率向上のためにご協力いただきまして

ありがとうどざいました。次年度も高い出席

率が達成出来ますようにど協力下さい。

◎四半期100%出 席会員表彰

赤尾、遠球、藤本、ま生回、橋口、橋本

平野、伊神、菊池、北村、小抜、宮本

森日、村上、中山(恒)、奥日、大熊、と伯

新海、須藤、杉日、隠、高野、日中、海野

横倉(舜)、言尾、吉沢、日海、伊東、伊藤

◎1993～ 9竹 劫こ100%出 席会員表彰

赤尾、遠藤、橋日、伊神、菊Fd、北村

小友、宮本、村上、大熊、佐伯、新海

須藤、日中、海野、横倉(舞)、古尾、古沢

鶴れ、杉山

llX%出 勤 西川

◆ 1993～ 94年 度 委員会所見

SAA委 員長 橋 回 洋三

今年度のSAAの 任務は、秩序正しく、品

位あり、しかも官g率的なロータリークラプの

会合を維持することに努力し、クラプの来訪

者および会員に良い印象を与えるようにする

こと、そして会場の設備、装置の点検を行

い、F■つ目立たないように例会の全体的進行

にあたることを目標にして行動して参りまし

た。また12月からな米不足の状況下で、月に
一度は米なしデーとして食事に配慮しまし

た。また、会長幹事にな今年度からタスキを

用意して着用していただいております。会員

の営様のど協力に心からお礼申し上げど報告

といたします。

ブログラム委員長 奥 木 博勝

今日は最終例会ということで、ワーブ,の

打てない私に代わつて一生懸命にプログラム

を作成してくれた橘東由美さんを連れて参り

ました。この一年の労をねぎらい感謝致した

いと思います。

社会奉仕委員長 隠 耕造

木台t“TAMAら いム21'と いう催しが質施

され私達も 1新しい多庫を考えるシ/ポ ジウ

ム |を 開くところとなりました。開催にあ

たっては、会員各位はもとより、奥様方のど

協力も得て大きな成功を収めることができま

した。クラブにとっては全員が参加して行つ

たチ十~夕 ~ナ イト以来のイベントとしても

位置付けられる訳で、素晴らしい経験をさせ

ていただいたと感謝して"り ます。

山

田

中

奈

大松

が楽しみです。

敏 今年度の会長、幹事、他理事の方々

皆様ど吉労様でした。

親造 皆様いろいろと有難 うどぎいまし

た。今後ヽ外での■付き合いのほど

宝しく"顧 い致します。

恒武 来期、よろしくを願い致します。

舞子 最終例会、会報がやっと終わるかと

思つたら、次年度も会報です、よろ

しくや観いします。

磁二 最後の71会になりました。(理事とし

ての)ありがとうどざいました。



◆会員夫人か ら
…

国中 タ ツ様

本国な十招きいただき有難うどきいまし

た。かれこれ4・5年になりますか、発足以

来、会員の皆様やど夫人のど参加も着々と増

えているように感じます。出席する度になど

やかな気分で過どさせていただいておりま

す。特に今年は国際大会にも出向かせていた

だき、いつもと違う雰囲気も見ることがとで

きました。来年度もまた楽しみにしておりま

すのでよろしくお願いいたします。

吉沢 都貴子様

お招きいただき有難うどざいました。突然

「何かスピーチをJと 指名されてしまいまし

た。主人が当クラブ本―ブング同好会の会長

ということのようですが、私も実は遇lC2回

くらい、ポープングをしております。ボープ

/グ の会を催される機会があれば喜んで参加

をさせていただきます。皆様とど一緒にあの

爽快感を味わってみたいと思います。

赤尾 ヨ シ子様

最終例会にど招待いただき有難うどさいま

した。ど指名をいただきましたがあがり症な

ので、…この様な機会に度々参加させていた

だいて、などやかで楽しいAFTで いつも楽し

ませていただいております。皆様それてれお

忙しいかと思いますが、いろいろな活動に熱

心に取組まれているお姿を拝見でき、本当lf

嬉しく思います。これからもよろしくお願い

いたします。

◆退会ご渋拶

隅 耕造会員

今般、一時的に会を離れることになりまし

た隅耕造です。チャーターナイトを始めとす

る創立来の活動に加えて、今年度な理事とし

て、又社会奉仕委員会活動の一環として
`新

しい多藤を考えるシンポジウム
"の
実行に関

与させていただくなど大変貴重な体験をさせ

ていただきました。クラブも5年目を迎え益

々活発な活動を期するところとなって参り、

私としてな誠に後髪を引かれる思いてはあり

ますが…しばらくのど猶予を頂戴したいと存

じます。クラブは離れるところとなりますが

友人としてのふれあいは今後も続けさせてい

ただけると思いますのでよろしくお願いいた

します。

●会長、幹事へ感謝状 ・記念品贈呈



◆次年度会長挨拶

次年度会長 宮 本 誠

93～94年度会長、幹事、役員、理事の普

様大変ど苦労さまでした。振り返つてみます

と今年度は数多くの実績を残されておりま

す。、来年度の責任を痛感する次第です。と

もあれ来年度は 「電車ゴンヨJの 「のりJで

ワイフイ元気にやれればと思っております。

先す手始めに今夜は 「トキの声Jを 挙げたい

と思いますのでど唱和ください。
`と
イ!エイ!オーr'

◆開会渋拶
V

幹事 Jヒ村 幸産

本口は長時間にわたりど参加いただき誠

にありがとうどざいました。楽しんでいただ

けましたでしょうか ?次年度も趣向をこらし

た催しが色たと行われる様です。ど期待下さ

Vヽ。

本国はありがとうどざいました。



国際大会ですが、当

クラノから同伴を含め

て26名、別ルートから

1名の訂27名の参加が

得られました。国際大

会は私どもにとって初

めてでしたが、やなり

ロータリー組織の大き

さを感じました。

話 (92幼

「日―タ ツーと私」

1992～1993会長 赤 尾 恭雄

速藤さんは、出席委員長でもありますので出

席の重要性を話されていましたがイ1事との関

係もあって100%出 席という事は現実には困

難だけれどメークアンプが有るのでそれを十

分活用していくべきたろうし、他クラブ出席

を特典だと考えるべきであると言われていま

した。更にロータリーの寄llllにもふれ、今の

経済情勢からの寄附は困難な状態ではあるが

しかし米 1準功労者、ボールハ ,ス 洋 フェ

ローなどの制度を利用すれば、知らす知らす

のうちに米山功労者になリボールタヽリス、

フェローを達成できるのでせめてそういう方

法を考えるべきだと思っていますとのことで

した。次に駿業奉仕の関係ですが、 「職業宣

言 |は 1989年 規定審議会で議決されたもの

であって、ロータフアンの戦業人としての自

党の拠り所として宣言されています。それか

ら奥木さんはサラサーマン、ロータリアンと

言う表現をしていました。たしかに大企業の

中では企業としての制約があります。した

がって会社の理解があって始めて成りたつも

のだと思います。果木さんが勤務されている

■ッサンは大変理解がある様で支店長会議の

時などな赦励を受けているとの事でした。そ

れから森田さんは非常に出席が楽しい、その

楽しさを皆さんと共有出来る。四つのテスト

は日常の反省材料になる。パース会長の言葉

に13感動 したと言われました。飯島さんは

,― タリーl_入って知人、友人が増える事を

願っている様ですし、会員との友情を深める

事が出来ると言う事で,― タリーのメリット

と言うか入会の動機として話されました。関

岡さんの話では、イニシエーションスピーチ

以外に職業その他の会員の体験話が問けたな

らば良いのでは、ないかなどと話されたと思

います。伊束さんは職業本仕の精神を学び取

りたいという事です。鶴腔 んは今な,― タ

ツー理解以前の問題であつて現実離れの世界

のような気がすると言われていました。だい

たい以上の様な事がその時のフォーラムの中

で皆さんが話された事と思います。

今日、実はもう 度 クラブフォーラムの時

の |,― タリーの体系的理解」の関係図を配

今回は参加された会員の皆様のど協力によ

リスムーズにスケジェールをこなすことがで

きましたが、大会開会式前日になって登録カ

ウンターより連絡があり当クラブ仕夜の発

2部に参加と変わり、ツアーのスケジュール

を見直す事になりましたが皆様の協力があ

り、無事過どすことが出来ました事に感謝申

し上げます。ところが日本から参加の,― タ

リアンの中で不名誉な事か一部で行なわれた

ことを耳にし、大変残念に思っています。

ロータリーパッチを付けて何と言う事だとい

う気がしています。こういう会員はハッキリ

言つて除名すべきものと思います。その事業

が日木の新聞で報道されたと言う事は、現IfL

ではもっと大きく被われていると思い又世界

でも話題になる程非常に不名誉な事だと思い

ます。

1旅の恥はかき捨て |と言う考え方で国際

大会に臨むの13、もってのほかであり、ロー

タツアンはロータツーの規羊大使のつもりで

ホスト国を訪間する訳ですから、こう言う掌

はあってはならないと考ます。

鳥u回のフォーラムの時に 「ロータリーと

私Jと いうテーマで、遠藤さん、奥木さん、

森田さん、飯島さん、関岡さん、伊東さんの

6名の方々から当日と話を一言づつして頂き

ましたが、その時の話を思い出してみると、



りました。コータリーの色々な書物を勉強し

ようと思って飛付いてもなかなか理解が出来

ないと言う事がありまして、まずロータフー

を体系的に理解をした上で、そう言う書物を

ひもといて見る方が理解しやすいし、これか

らのクラブ活動の中でヽそういう体系的な関

わりを理解しておく方が的確な判断が出来る

のではないかと考えます。

ます 「,― タブーのjrll領Jが 前提にあり、

この 十▼―タリーの7fB領Jは ロータリアンで

ある以上は十分に理解しなければなりませ

ん。これは国際ロータフーの定款第4条及び

クラブ走款第3条 に規定されています。

1927年 に 「奉仕の実践Jと の関係で四分法
Vを もって理解するという事で確立され、それ

以降現在まで,― タリーの活動の基本となっ

ております。ます第1は 「奉仕の機会として

知 り合いを広めることJこ れは |クラノ奉

仕Jで す。2番目として 「事業及び専門職務

の道徳的水準を高めること。  あ らゆる有

用な業務は尊童されるべきであるという認識

を深めること。一一そしてロータリアン各自

が業務を通じて社会奉仕するためにその業務

を品位をあらしめること。Jこ れは 「職業森

仕Jの 理念であります。3番目として 「ロー

タブアンすべてがその個人生活、事業化活お

よび社会社活に常に奉仕の理念を適用するこ

とJが 1社会奉仕Jと なります。4番日が

「奉仕の理想に結ばれた、事業と専門職務に
ヤ携わる人の世界的規交によって、国際間の理

餌と親善と平和を推進することJこ れは文字

通 り「国際奉仕Jで あり、 「四大奉仕Jと

|ロータリー綱領Jの 相互の関係は以上のよ

うになります。

そして行動基準として 「四つのテスト|が

あります。 「四つのテストJと は,― タリー

で創作された標語ではなく、これはアメリカ

のあるロータリア/が 白分の企業の中で社訂‖

としてこれを作つたという歴史があり、それ

が何年かして、ロータリーの行動基準 として

採用されたのです。

フォーラムで森日さんの反省材料になると

言つた通 りであって、皆様おそらく、これを

事業所内などの目lt付くF/rに架げてあると思

います。又 「四つのテストJの 歌もあって、

歌で覚えますとすらすらと出て来ます。ロー

タ'一 の全ての行動基準として適合されると

思います。

したがって 「ロータブー綱領Jを 前提に

「行動基準Jに 準じてそれてれのロータリー

活動が実践されなければなりません。

「戦業宣言Jは ,1989年規定審議会で決議

されておりますが、これは 「職業奉仕Jの 指

針であります。この中で 「職業は奉仕の一つ

の機会なりと心に銘せよ。J以 下の各項目

は、ロータリアンとして、私以下の要請に応

えんとするものであるという宜誓の形になっ

ています。最後の項日に '事業または専門戦

務に関連して、通常容認される限度を超えた

便宜ないし特典を、同僚,― タリアンに求め

すまた与うることなかれ。Jと ありますが、

これは、1905年 のローオブー創立の目的

は、規睦と相互扶助でした。その御、ロータ

フーの目的は親睦と奉仕として確立されまし

たが、現実には、ロータリア/同 士変な取引

関係は当然に起きてきます。その場合の心構

えがここに書かれていると理解して下されば

良いと思います。

次に 「社会奉仕Jで す。 「決議23-24と

いう言葉をお聞きになると思いますが、決議

23と いうのは声明年度1923年 と言 う事です

し、34と は決議番号です。この に決議23-

34Jは 、 十社会奉仕に関する声明Jで す。こ

れに付帯してアナタヽイムの規定審議会、これ

は1992年 に行なわれましたがここに付常決

議がなされています。 「23-34Jが 基本で

ある事はまちがいなく、これに対する付帯決

議として92年の286号 があります。

|コータブーの奉付概念Jは 、養本的には

ロータリーの草わけの時代から個人奉仕(I

SCWe)と して買かれて来ています。一方で

個人奉仕を育成又は拡大して行くクラブの役

割があり、その理念にもとづき団体奉仕が存

在します。

ロータブーと私自身との問題なんですが、

永い問サラリーマ/生 活をしていたので、地



元の方々との交流もありませんでした。ロー

タリーに入会した当時は、例会出席だけと言

われていたのですが、初年度から色々の役職

を仰せつかり大変忙しい思いをする様になり

ました。しかし、だんだんとロータフーに親

しみを覚え知人、友人も増え、例えば外出す

ると誰かロータリアンとは会うことが増えて

まt‐りました。自分の生活が非常に豊かに

なつて来たという実感があり、これがロータ

リーの思恵かと考えます。また、職業上でも

ロータリーで学んだことが大いに役立ってお

り、家庭生活でも同様です。一方、親睦で遊

びの機会も増えましたが、お互いにそういう

機会を持ちながら交流の輸が広がって行き、

やがて奉仕に結びつくことが大きなメリット

だという気がしています。

自分自信の背中が自分では見えないと同様

に、自分自信の心も自分では見えない部分が

ある筈であり、ロータサーで心を学ぶことに

より、背中で物を話れる人間になりたいと考

えています。

私の人生の目標は trr―タリー100年 の

2005年 に置いており、ロータブーを学び続

けたいと思っております。

「虎は死して皮を残す。 |と 言いますが、

ロータリアンとして、死して心を残したいと

願っております。

～お知らせ～

◆次年度プログラム委員会
風間 茂稔委員

来たる7月20日の例会にて、世界的な天文

学の権威で、
“
国立天文台野辺山

"の
台長を

務められ、現在は鹿児島大学教養学部長をし

ておられる
【
祭本正樹先生

"の
特'1卓話を予

定しております。当日はわざわざ上京してい

ただき 「宇宙のメルヘンJと 題した卓話をお

問かせ下きる予定です。7月20日前後には木

星にスイ星が衝突するとも言われておりその

辺りのお話しも開けるかと思います。せっか

くの機会ですから会員だけで卓話を聞くので _

はなく、会員ど婦人や近隣ロータフアンにも

お知らせをと考えど案内申し上げます。尚例

会は京エプラザホテル多摩で行われますので

お間違いのない様にお願いいたします。

◆ ゴルフ同好会か ら

伊神 稔 委員

本日第19回スクラッチ会が東京国際CCで

開かれ、海野栄一会員がペスグ,優勝を果た

されましたのでど報告し、同好会会長の赤尾

恭雄会員よリカップの授与を行います。ちな

みに第2位は高村弘会員、第3位は横倉譲会員

でした。

東京多摩グリーンロータリークラブ
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